
 ▶11年分の思いを込めて フラワーズエール2022（P2～3）
 ▶FUTABA Art District 第8弾が完成(P4～5) ▶50年の歴史を形に コーラスふたば50周年記念誌を発行(P4)
 ▶双葉町ありがとうメッセージを配信しました (P5) ▶スマイルフォト(P6）
 ▶中野地区復興産業拠点 立地企業の紹介（P7） ▶放射線モニタリング情報・ふたさぽミニコラム・今月のオフショット（P8）
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令
和
４
年
３
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
の

３
日
間
、双
葉
町
に
あ
る
東
日
本
大
震

災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
に
て
、双
葉
町

復
興
支
援
員
主
催
の
３
．11
追
悼
行
事
フ

ラ
ワ
ー
ズ
エ
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ワ
ー
ズ
エ
ー
ル
は
、日
本
の
花
絵

師
の
第一人
者
で
あ
る
藤
川
靖
彦
氏
が
、震

災
後
、被
災
地
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。双
葉
町
で
は
、東
日
本
大
震
災
追
悼

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、毎
年
３
月
11
日
に
藤

川
氏
の
ご
協
力
の
も
と
花
絵
を
制
作
し
て

き
ま
し
た
。

　
今
年
５
回
目
と
な
る
フ
ラ
ワ
ー
ズ
エ
ー

ル
の
花
絵
の
テ
ー
マ
は「
感
謝
と
教
訓
」で

す
。２
０
０
０
本
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花

び
ら
と
３
０
０
本
の
ガ
ー
ベ
ラ
の
花
に
11

年
分
の
思
い
を
込
め
制
作
し
ま
し
た
。

　
「
双
葉
町
が
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
ま

す
よ
う
に…

」「
双
葉
町
に
は
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
口
に
し

な
が
ら
、ガ
ー
ベ
ラ
の
花
を
献
花
す
る
来

場
者
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、声
優
に
よ
る

「
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」の
朗
読
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。双
葉
町
公
式
Ｙｏｕ
Ｔｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
し
て
い
る「
双
葉

町
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」の
中
か
ら
、

町
民
の
生
の
声
の一部
を
、声
優
の
橋
本
和

さ
ん
が
東
日
本
大
震
災
か
ら
原
発
事
故
、

町
外
へ
の
避
難
か
ら
現
在
ま
で
の
道
の
り

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、千
葉
一伸
さ
ん
、

榎
本
温
子
さ
ん
が
そ
の
間
に
い
た
だ
い
た

ご
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
思
い
を
読
み
上

げ
ま
し
た
。丁
寧
に
読
み
上
げ
ら
れ
る
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、訪
れ
た
人

た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
様
子
は
双
葉
町
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔｕ
ｂｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
予
定
で
す
。右から 千葉一伸さん、榎本温子さん、橋本和さん



　東日本大震災・原子力災害伝承館の他に、双葉町
産業交流センター(F-BICC)とJR双葉駅東西自由
通路でもフラワーアートの展示を行いました。
F-BICCには献花台を設置し、たくさんの方に献花

していただきました。双葉駅には未来へ走る常磐線
をイメージしたモニュメントを設置。見に来た方は、
モニュメントを撮影する等、様々な形でフラワーズ
エールに参加していました。

双葉町産業交流センター(F-BICC)・JR双葉駅東西自由通路でも
展示を行いました

双葉町産業交流センター(F-BICC) JR双葉駅東西自由通路



　
２
月
21
日
、コ
ー
ラ
ス
ふ
た
ば
の
メ

ン
バ
ー
３
人
が
50
周
年
記
念
誌
の
発
行

を
伊
澤
町
長
に
報
告
し
、冊
子
を
贈
り

ま
し
た
。

　
コ
ー
ラ
ス
ふ
た
ば
は
、昭
和
49
年
９

月
に
発
足
し
て
以
降
、現
在
ま
で
町
の

イ
ベ
ン
ト
で
歌
声
を
披
露
す
る
と
い
っ

た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。本
来
な
ら

令
和
２
年
度
に
50
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り

中
止
。そ
の
代
わ
り
に
、記
念
コ
ン
サ
ー

ト
で
披
露
す
る
予
定
だ
っ
た
曲
を
撮
影

し
た
記
念
動
画
を
双
葉
町
公
式
Ｙｏｕ

Ｔｕ
ｂｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
し
、記
念

誌
の
内
容
も
予
定
し
て
い
た
よ
り
も

ペ
ー
ジ
数
を
増
や
す
な
ど
、皆
さ
ん
で

力
を
合
わ
せ
て
コ
ー
ラ
ス
ふ
た
ば
の
長

い
歴
史
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
記
念
誌
に
つ
い
て
、コ
ー
ラ

ス
ふ
た
ば
代
表
の
谷
津
田
敬
子
さ
ん

は「
冊
子
の
内
容
は
コ
ー
ラ
ス
ふ
た
ば

の
50
年
の
歩
み
で
す
が
、こ
の
内
容
を

掲
載
す
る
に
あ
た
っ
て
資
料
を
探
す
の

に
苦
労
し
ま
し
た
。当
時
の
写
真
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
と
か…

双
葉
町
に
置
い
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の

で
。そ
れ
で
も
、先
輩
メ
ン
バ
ー
の
方
が

今
ま
で
の
写
真
な
ど
を
全
部
き
れ
い

に
持
っ
て
い
て
、そ
れ
が
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

１
つ
分
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。た
く
さ

ん
の
歴
史
が
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。50

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、こ

れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
町
民
の
方
た
ち

に
歌
声
を
届
け
続
け
た
い
で
す
ね
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

50
年
の
歴
史
を
形
に

50
年
の
歴
史
を
形
に

コー
ラス
ふ
た
ば
50
周
年

    

　  

記
念
誌
を
発
行

コーラスふたば50周年
記念コンサートの動画
はこちらのQRコードか
ら見ることができます。

第８弾が完成
FUTABA Art District 



 

３
月
28
日
よ
り『
双
葉
町
あ
り
が
と

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
』の
令
和
３
年
度
分
を

配
信
し
て
い
ま
す
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、東
日
本
大
震
災
以
降
、町
と
町

民
が
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い

た
物
心
両
面
に
わ
た
る
多
く
の
ご
支

援
に
対
し
、改
め
て「
あ
り
が
と
う
」を

伝
え
よ
う
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
で
す
。

　
２
０
１
７
年
よ
り
開
始
し
、現
在
ま

で
に
１
０
０
本
を
越
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。今
年
度
は

３
人
の
方
に
快
く
撮
影
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
双
葉
町
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

双
葉
町
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
配
信
中
で
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

双葉町ありがとう
メッセージを配信しました 

　3月10日から3月12日までの3日間、双葉町内で
OVER ALLsによる壁画制作が行われました。
　2020年から始まったプロジェクト『FUTABA 
Art District』では、2021年6月までにVol.00～
Vol.07まで計8つの壁画が制作され、今回はVol.8
として町内の4カ所で『双葉町の人々』が描かれまし
た。(株)OVER　ALLs代表の赤澤岳人さんは壁画に
ついて「今年6月以降に双葉町内への帰還開始を目

指しているということで、一足先にアートで双葉町に
人が戻ってきた様子を描かせていただきました。双
葉町にゆかりのある、そして私たちがこのプロジェク
トを進めるにあたってお世話になった25人の人たち
です。今まで7つの壁画を描かせていただいていまし
たが、それは双葉町民の皆さんのご協力があったか
らこそだと思います。なので、本当にありがとう、とい
う感謝の気持ちも込めています」と話していました。

飼い犬を連れて避難した先々で受けた
温かい支援

避難先で親切にしてくれた方々 へ
今の自分ができること

避難先で受けた
日本全国からの支援に感謝

熊 勝好さん 秡川 正道さん 梅田 壽嘉さん

す
べ
て
の
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

#103 #104 #105



今月の情報掲示板はお休みします

3月23日(水)
ふたば幼稚園・修了証書授与式

(いわき市)

3月15日(火)
富山一郎様表彰状伝達式(浪江町)

3月11日(金)
双葉中学校卒業証書授与式(いわき市)

3月11日(金)～13日(日)
フラワーズエール2022

（双葉町）



中里 徹哉さんの声代表取締役

　震災後は避難先のいわき市に事務所を移転しておりましたが、避難指示解除を控える双葉町
での仕事が増加し、町に事務所機能を設けたいと感じる機会が多くなりました。これまで双葉
町で生まれ育ち、暮らしていたからこそ、町に戻って仕事をしたいという強い思いを持っていた
ので、中野地区復興産業拠点への立地を決めました。私は、復興とは終わりがないものだと思っ
ています。どれだけ町の建物が元に戻っても、その先を考えなくては復旧で終わってしまいま
す。震災によって甚大な被害を受けた双葉町の強みを生かし、多くの人が立ち寄ってくれるよう
な町になれば、私自身、町で暮らしていた者として非常に嬉しい限りです。地元企業である当社
としても、双葉町のより明るい未来のために、精一杯協力していきたいと思います。

井戸川 永隆さんの声

 立地企業の紹介
今月の紹介企業❶ 
株式会社丸井

中野地区復興産業拠点

株式会社中里工務店は、1967年に南相馬市小高区（旧小高町）で
創業しました。福島第一原子力発電所を皮切りに、全国の原子力発電
所のうち半数以上の建設に携わりました。現在では土木工事や建築
工事など、総合土木建築業として事業を行っています。双葉町におい
ては、2021年4月に中野地区復興産業拠点で操業を開始し、町の復
興に取り組んでいます。
当社はこれまでの歴史の中で、3つの「ツクル」にこだわりを持って

歩んできました。1つ目に、設備や施設を「造る」こと。2つ目に、失った
街並みをもう一度「創る」こと。3つ目に、生まれ育ったこの土地と文
化を愛し、働く喜びを分かち合える人材を「作る」こと。当社の総合土
木建築業としての躍進は、地域の、未来の、人材の成長そのものだと
捉え、引き続き努力を続けてまいります。

震災によって、自分たちが精魂込めて造った発電所があのような姿になってしまったことは大
変残念に思います。しかし、原子力発電所の復旧作業のために集まってくれた作業員は、昔一緒
に働いた仲間たちでした。私にとってこのことが、何事にも代えがたい財産であることを実感し
た瞬間でもありました。私自身もそうですし、当社の社員は皆「福島をこの手で復興したい」と
いう共通の思いを持って仕事をしています。特に、双葉町は震災の被害を強く受けた場所である
からこそ、この地域の復興には非常に大きな意義があると感じています。双葉町の街並みを取り
戻し、そしてその先を見据えた地域の発展に貢献するため、精一杯取り組んでまいります。

今月の紹介企業❷ 
株式会社中里工務店

いわき営業所所長

復興推進課☎0246-84-5203

問い合わせ先

※撮影時のみマスクを外していただいております。

株式会社丸井は、双葉町で創業し、震災前から町内で事業を行って
いる地元企業です。上下水道整備工事、住宅・施設等の設備工事及び
保全・修繕工事等を行っております。震災後はいわき市に事務所を移
転し、双葉町の復旧・復興に取り組んでまいりましたが、2021年9月
に双葉町との立地協定を締結しました。今後は中野地区復興産業拠
点に事業所を設置し、町で操業を再開する予定です。双葉町の事業所
新設に伴い、新たな人員の採用とともに技術者の育成を行うことで、
より多くの復興事業、さらにその先の双葉町の発展を目指し、これま
で以上に地元への貢献ができるよう尽力してまいります。



　こちらのコーナーでちょ

こちょこ紹介している我が

家の息子が、いよいよ4月か

ら中学生になります。きの

こ同好会の活動がオフシー

ズンだった間に別の趣味を

見つけたようで、今度はそ

ちらの研究に毎日忙しいよ

うです。世紀の大発見へ向けて、家族一同全力で

応援していきたいですが、中学生になればまた新

しい友達ができたり新たな興味が生まれたりする

と思うので、自由に楽しく生きてくれれば良いな

と思います。 　　　　　　　　 　　   宮本 真澄

令和4年3月25日

福島県内

双葉町内

















郡山市 日和田応急仮設住宅････

福島市 県北保健福祉事務所････

郡山市 県郡山合同庁舎････････

白河市 県白河合同庁舎････････

会津若松市 県会津若松合同庁舎 

南会津町 県南会津合同庁舎････

南相馬市 県南相馬合同庁舎････

いわき市 県いわき合同庁舎････

（単位：μSv/時）

（単位：μSv/時）
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放射線モニタリング情報

全国及び福島県の空間線量測定結果については原子力規制委員会ホームページでご覧になれます。 ▼https://www.erms.nsr.go.jp/nra-ramis-webg/  

原子力規制委員会ホームページより
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